
セルフトレーニングをサポートする
「ペリノス™」とトレーナー指導の組み合わせによる骨盤底筋トレーニング
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事業目的と実施事項

事業目的

• サービス事業の成立性の検証

■事業検証に必要な項目

顧客セグメント設定 ✓

課題設定 ✓

価値の独自性 ✓

ソリューションの有用性 本実証事業で検証

チャネル/販路 本実証事業で検証

収益の流れ 並行して検証

主要指標の設定 並行して検証

コスト構造 並行して検証

圧倒的な優位性 FY23

ペリノス™
センサー

ペリノス™
アプリ

レポート配信アプリを使ったセルフトレ

ユーザーID 406
■これまでのトレーニング実績
トレーニング種類別の累計回数を示しています
(グレー背景は運動できなかった理由のある日、トレーナーアイコンがある日はレッスン日です)

■週ごとのトレーニング実施日数と判定結果
トレーニング種別ごとのトレーニング実施日数を棒グラフで示し、判定結果の比率を背景色で示しています

■時間帯ごと、曜日ごとのトレーニング回数
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深い呼吸になれよう

骨盤底筋を使ってみよう

いつでもできるようになろう

0
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7

12/11-12/17 12/18-12/24 12/25-12/31 1/1-1/7 1/8-1/14 1/15-1/21 1/22-1/28 1/29-2/4

週のトレーニング回数

受容性、継続性

レッスン指導

個別アドバイス/フォロー

トレーナー

A B C

被験者

専門的なサービス提供者の効果と必要性

■本実証での検証内容
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3月2月1月12月11月10月9月

事業計画

スケジュール

8月

 デバイス/アプリ/サーバ開発・評価・製造

実証継続中
2/25まで
レッスン提供予定

 データ分析、改善項目洗出し

 事業化初期
 ビジネスモデル構築

 実証実験
 オンラインレッスン提供 2回/月

 実証設計

■ソリューション検証

■サービスの提供方法(チャネル)検証

 実証先開拓/決定

 コンソーシアムによる事業推進

3

改良・規模拡大して
ビジネス検証を継続

これから

最低限の機能
トレーナーサポートなし

これまで



4

事業計画に基づき実施したこと

提供サービスと被験者

ペリノス™センサー ペリノス™アプリ

In MuSE.合同会社
江川産婦人科

サーバー

サ
ー
ビ
ス
提
供
者

被験者

被験者のグループ分け： A B

レッスン指導(2回/月) 〇 〇
ペリノス™センサー 〇 ×
ペリノス™アプリ 〇 〇
個別アドバイス・フォロー 〇 ×

A B C
レポート配信

アプリを使ったセルフトレ

Logデータ

ユーザーID 406
■これまでのトレーニング実績
トレーニング種類別の累計回数を示しています
(グレー背景は運動できなかった理由のある日、トレーナーアイコンがある日はレッスン日です)

■週ごとのトレーニング実施日数と判定結果
トレーニング種別ごとのトレーニング実施日数を棒グラフで示し、判定結果の比率を背景色で示しています

■時間帯ごと、曜日ごとのトレーニング回数

適度 やや弱い 弱い 不安定
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深い呼吸になれよう

骨盤底筋を使ってみよう

いつでもできるようになろう

0
1
2
3
4
5
6
7

12/11-12/17 12/18-12/24 12/25-12/31 1/1-1/7 1/8-1/14 1/15-1/21 1/22-1/28 1/29-2/4

週のトレーニング回数

被験者数：62名、所属団体：21社

レッスン指導

個別アドバイス/フォロー

■提供サービス

■被験者

トレーナー



本事業の成果

ソリューションの有用性検証①(被験者)：トレーニング継続傾向からの考察

(B)センサー無

(A)センサー有

レポート(1) レポート改善版レポート(2)

レッスン(2) レッスン(3) レッスン(4) レッスン(5) レッスン(6)

データ数：9500件以上

中間アンケート事前アンケート

＜トレーニングを高頻度(3日以上/週)で実施している被験者の傾向＞

・一定期間経過後は多少センサー有が優位であるが、差はそれほど大きくない
・初期の動機付けにセンサーは有効である可能性
・アプリ更新後に変化があったことから、単純な想起で利用を促せる可能性
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復習動画

アプリ更新アプリ更新

(人)



本事業の成果

ソリューションの有用性検証②(被験者) ：継続離脱ポイントの気づき

ユーザーとのコミュニケーション
・実際の被験者が持つ悩み、運動習慣、リテラシー
などにより成長の開始点、離脱原因は多様である
→頻度やセンサー判定だけでなく、個々の状況を把
握し、サービス提供内容をセミカスタマイズしていく
必要がある

データ分析
・初期の継続率が高く、かつ良い判定結果が出てい
るものの、停滞/離脱しやすい被験者が多い。
→長期の利用継続を促す仕掛けを検討しUI改善
やコミュニケーションへの反映を行っている

VoC：400件 超

6

 引き続き、詳細な属性による違いを分析し、事業設計に活用



本事業の成果

ソリューションの有用性検証③ (トレーナー)：レッスン提供者からの声

グループレッスンで行き届かない
個別指導が、データ結果活用
することでフォローできる

オンライングループレッスンに適さないケース
・カメラオフでレッスンに参加する
・子供の世話がありトレーニングに集中できない

トレーナーA トレーナーB トレーナーC

既存サービスのお客様にも使用した
結果、触診以外の方法として
使用できることが確認できた

アプリの中で完結できる
コミュニケーション機能があると良い

ペリノス™により上達度が可視
化されることにより、指導の理
解度が把握できた

ジム経営者

トレーナーとユーザーの
マッチングにつながる

■価値

■改善・要望
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本事業の成果

チャネルの検証：専門的なサービス提供者の必要性

結果：
 コンソーシアムメンバーである、In MuSE.合同会社様と

戦略的パートナー
 同社が運営する「女性とこどもの保健室」にて、
利用者へ提供し、長期的な事業計画検証を実施合意

アプリ/センサー利用者

トレーナー 対面指導

分析データ(運動状況、健康、指導効果等)

データFB

継続促進

データ

専門的な施術、指導

生体・行動データ収集技術
データ解析によるユーザ分析技術

気づき：
 センサ・アプリのみでセルフトレーニングを行うより、定期的
なトレーナー指導の組み合わせにより、どこに効果が出て
いるのか気づくことができ継続のサイクルが回り出した

 ペリノス™から得られるデータはレッスン時の指導の振り返
りに使え、被験者に応じレッスンの質を向上させることがで
きた
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本事業の課題

実証結果、事業化に向けて見えてきた課題

 開発
• アプリ、センサー、サービスのデザイン性の総合的な底上げ
• コミュニケーションの活性化等を含めより高い継続性を促す、使い勝手のよいアプリ
• ユーザー環境で安定動作しユーザーフレンドリーなセンサーデバイス
• 高いセキュリティー性を備えリアルタイムな分析/可視化を実現できるサーバー

 医療機器化の必要性の検討
• 民間で使えるようにするための信頼性・法的の裏付けの担保
• サービスの効果・効能を、一般消費者に分かりやすく伝えたい

 サービス体制の強化
• 中長期の事業設計をするため、リアルなサービス提供者のパートナー化
• サービス提供に欠かせない理学療法士のネットワーク構築
• ユーザーとのコミュニケーションを円滑に行うためのカスタマーサポート
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 第2世代モデル

 全国展開、自治体との連携

 第1.5世代モデル

 規模拡大 数十店舗で検証
 標準サービス開始

 第1世代モデル

 数店舗で検証
ビジネスモデル標準化

 現行モデル

 リアル店舗、特化型で
課題検証

今後の事業展開

活動計画
FY23 FY24 FY25 FY27

 開発

•長期間利用者の継続性変化検証
•スマホアプリ機能拡充

 医療機器化の必要性の検討

 サービス体制の強化

•センサーのデザイン改善

• Bizロードマップ検討

•必要な裏付けエビデンスの整理/準備

•中長期事業設計
• Bizモデルブラッシュアップ

•理学療法士ネットワーク構築

•カスタマーサポート体制構築
10
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